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隋唐鏡の二・三の問題について
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図 23 獣頭文鏡 (天理参考館蔵)(B群) 図 24 獣形鏡 (B群)





































( 1 ) 西村，はじめにのa( 1 )前掲書 a 215頁。b 293頁。
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用し難い。梅原末治唐鏡大観解説(1948年)，5・6頁。
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(23) 広西壮族自治区貴港市深釘嶺東漢 1号墓出土の四龍鏡は，別模様の銀蓋を
伴うが，これは貼銀とは全く異なるものである。広西壮族自治区博物館広
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終 り に
以上， 3つの問題を取り上げて述べた。これらは最初に指摘した隋唐
鏡の顕著な特質のそれぞれ一部分を構成するものと言える。再度述べれ
ば，それは西方世界とつながる国際性，北朝とつながる継続性，倣古・尚
古の思想性ということになろう。それがまた直接・間接にわが日本に影響
を及ぼしていないか，十分な検討を望みたい。
【付記】
第 3章で取り上げた(永元五年)鏡に便乗したものに，(永元三年)画像鏡がある。
筆者は資料としては扱っていない。浙江省博物館古鏡今照・中国銅鏡研究会成
員蔵鏡精粋(2021年)、図版141。
かつて、よく似た作品が日本にも来ていた。日本文化資料センター地中
の宝と伝世の宝148(2000年)，D2。銘石氏作鏡世少有東王公西王母仙人侍左
右周中玉女□□鼓白鹿周走食芝草千秋万生長久
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